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日本血液学会学術集会, 20221016 
 
 
 



 

 

新家裕朗, 新井康之, 木田理子, 青木 淳, 内田直之, 土岐典子, 福田隆浩, 田中正嗣, 小澤幸泰, 澤 正

史, 片山雄太, 松尾弥生, 鬼塚真仁, 神田善伸, 河北敏郎, 諫田淳也, 熱田由子, 柳田正光. 治療関連急性骨

髄性白血病において原発悪性腫瘍の背景の違いが同種移植成績に及ぼす影響：全国二次調査研究, 第 45
回日本造血・免疫細胞療法学会, 20230210 
 
松本玲奈, 塚本裕貴, 位田奈緒子, 新家裕朗, 松田安史, 森田美穂子, 細野奈穂子, 根来英樹, 山内高弘. 福
井県における同種造血幹細胞移植の現状, 第 45 回日本造血・免疫細胞療法学会, 20230212 
 
森田美穂子, 牧野嶋秀樹, 山内高弘. 腫瘍崩壊症候群に対するメタボローム解析による代謝産物の変動, 
第 56 回日本痛風・尿酸核酸学会総会, 20230224 
 
池 成基, 新井宏典, 宇津欣和, 池田大輔, 上田智朗, 福島健太郎, 小山大輔, 池添隆之, 細野奈穂子, 山内

高弘, 吉本五一, 小林敬宏,  高橋直人, 堀口拓人, 井山 諭, 諫田淳也, 近藤 健, 伊豆津宏二, 湯田淳一

朗, 南 陽介. 急性骨髄性白血病におけるアクショナブル変異と新規治療. 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術

集会, 20230317 
 
④一般講演（ポスター） 
海老田ゆみえ, 漆崎絵理香, 大嶋祐喜, 増永志穂, 細野奈穂子, 前田典江, 松本玲奈, 新家裕朗, 森田美穂

子, 松田安史, 根来英樹, 浦崎芳正, 山内高弘. オモテ・ウラ検査不一致を呈し緊急に異型適合血を輸血し

た 1 症例, 第 70 回日本輸血・細胞治療学会学術総会, 20220527 
 
松本玲奈, 塚本裕貴, 新家裕朗, 松田安史, 森田美穂子, 細野奈穂子, 根来英樹, 山内高弘. The duration of 
hospitalization with AZA or in combination with venetoclax for the treatment of AML, 第 84 回日本血液学会学術

集会, 20221014 
 
新家裕朗, 細野奈穂子, 辻川哲也, 岡沢秀彦, 山内高弘. Evaluation of gut acute GVHD by diffusion weighted 
imaging with background signal suppression, 第 84 回日本血液学会学術集会, 20221014 
 
在田幸太郎, 村上 純, 細野奈穂子, 多崎俊樹, 辻川哲也, 岡沢秀彦, 井美達也, 南谷泰仁, 小川誠司, 中尾

眞二. A case of atypical aplastic anemia with leukoerythroblastosis cured with eltrombopag, 第 84 回日本血液学会

学術集会, 20221014 
 
池田大輔, 池 成基, 福島健太郎, 柴山浩彦, 細野奈穂子, 山内高弘,  片桐誠一朗, 後藤明彦, 森下喬允, 近
藤 健, 柳田正光, 山本一仁, 古林 勉, 黒田純也,  臼杵憲祐,  宇津欣和,  吉満 誠, 石塚賢治, 小野孝明, 
高橋直人, 井山 諭, 小島研介, 中邑幸伸, 福原 傑, 伊豆津宏二, 山内寛彦, 湯田淳一朗, 南 陽介. 
Evaluation of ELN classification with NGS analysis in AML: HM-SCREEN-JAPAN01, 第 84 回日本血液学会学

術集会, 20221015 
 
塚本裕貴, 新家裕朗, 松本玲奈, 中屋隆裕, 大蔵美幸, 細野奈穂子, 根来英樹, 山内高弘. 移植前に潜在性

甲状腺機能低下症を認めた急性骨髄性白血病患者が臍帯血移植後の早期に合併した甲状腺中毒症, 第 45
回日本造血・免疫細胞療法学会, 20230212 
 
西 理恵, 松田安史, 鎌谷直之, 山内高弘. 白血病細胞株 U937 の MTAP 欠損細胞に対するポリアミン合成

阻害薬 SAM486A とヌクレオシドアナログ薬シタラビンの併用効果, 第 56 回日本痛風・尿酸核酸学会総

会, 20230223 
 
新家裕朗, 根来英樹, 山内高弘. 中枢神経浸潤を伴う初発神経リンパ腫症に対するチオテパとブスルファ

ンを併用した自家末梢血幹細胞移植, 第 20 回日本臨床腫瘍学会学術集会, 20230316 
 
 
 



 

 

３）地域レベル 
①一般講演（口演） 
松田安史, 山内英暉, 塚本裕貴, 位田奈緒子, 松本玲奈, 新家裕朗, 森田美穂子, 細野奈穂子, 根来英樹, 山
内高弘. 難治性下痢を呈し病理解剖にて腸管浸潤が判明した多発性骨髄腫, 第 40 回日本血液学会北陸地

方会, 20220611 
 
高久直子, 白藤法道, 井川正道, 北崎佑樹, 山口智久, 榎本崇一, 塚本裕貴, 伊藤知美, 濱野忠則, 中本安

成. 短期間に繰り返し進行する脳梗塞を契機にランダム皮膚生検にて血管内大細胞型 B 細胞性リンパ腫と

診断した 1 例, 第 247 回日本内科学会北陸地方会, 20220619 
 
五十嵐敏明, 岸 愼治, 細野奈穂子, 後藤伸之, 山内高弘. 悪性リンパ腫成人患者における vincristine TDM
のための limited sampling strategy の検討, 第 6 回日本臨床薬理学会 東海・北陸地方会, 20220730 
 
新家裕朗, 塚本裕貴, 松本玲奈, 松田安史, 森田美穂子, 細野奈穂子, 根来英樹, 山内高弘. GVHD 予防とし

て減量した alemtuzumab を用いた HLA 不適合移植の 2 例, 第 5 回東海北陸 HLA 研究会, 20220807 
 
木村浩史, 岩崎博道, 根来英樹, 山内高弘, 酒巻一平. 抗 CD20 抗体治療歴のある患者における SARS-CoV-
2 持続感染の一例, 第 65 回日本感染症学会中日本地方会学術集会, 20221103 
 
黒瀬智美, 山野智子, 関口清美, 杉本 充, 圓道麻利子, 飛田征男, 塚本裕貴, 根来英樹, 山内高弘, 木村秀

樹. 当院で経験した後天性血友病 A の一例, 第 61 回日本臨床検査医学会東海・北陸支部総会 第 346 回日

本臨床化学会東海・北陸支部例会連合大会, 20230304 
 
向井 萌, 池田裕之, 石田健太郎, 宇隨弘泰, 夛田 浩, 松田安史. ベプリジル塩酸塩水和物で無顆粒球症

を来した 1 例, 第 249 回日本内科学会北陸地方会, 20230305 
 
②一般講演（ポスター） 
西 理恵, 藤田 慧, 松田安史, 鎌谷直之, 山内高弘. Methylthioadenosine phosphorylase（MTAP）欠損癌細

胞株におけるポリアミン合成阻害薬 SAM486A と代謝拮抗薬シタラビンの併用効果, 第 6 回日本臨床薬理

学会 東海・北陸地方会, 20220730 
 
 
４）その他研究会・集会 
①招待・別講演等 
山内高弘. 白血病の薬物療法の最近の進歩, 北信がんプロ第 19 回オンコロジーセミナー, 20220609 
 
山内高弘. 高尿酸血症・痛風の治療ガイドライン 第 3 版、追補版の概要～ユリス錠の使用経験を踏まえ

て～, 北陸高尿酸血症治療ガイドラインセミナー, 20220624 
 
山内高弘. 急性骨髄性白血病の治療 ―アザシチジンを用いた治療戦略―, 血液・分子標的療法研究会
2022, 20220715 
 
山内高弘. 急性骨髄性白血病の治療 -アザシチジンを用いた治療戦略と副作用マネジメント-, Hematology 
Clinical Conference, 20230203 
 
山内高弘. 再発・難治性の PTCL 治療 ～ダルビアスの適正使用～, 血液腫瘍研究会 in 徳島, 20230309 
 
根来英樹. 福井大学での血液がん化学療法における支持療法の取り組み, 神戸乳腺チーム医療の会, 
20230310 
 
 
 



 

 

②一般講演 
山内高弘. 腫瘍崩壊症候群のリスクマネジメント, TLS Online, 20220405 
 
根来英樹, 松田安史, 廣野靖夫. 福井大学における FoundationOne Liquid 検査の現状, 京都がんゲノム医療

WEB 講演会, 20220420 
 
位田奈緒子. 早期再発 FL 症例へ対する治療選択 移植を実施する立場より, Hematology Web Seminar, 
20220608 
 
山内高弘. 高尿酸血症、血液疾患、日常診療との関わり, 福井県医師会産業医研修会, 20220708 
 
根来英樹. 末梢性 T 細胞リンパ腫に対する治療戦略, リンパ腫 WEB Seminar, 20220713 
 
山内高弘, 森田美穂子. メタボローム解析を用いた腫瘍崩壊症候群関連代謝産物の分析と発症予測マーカ

ーの同定, 第 74 回北陸造血器腫瘍研究会, 20220824 
 
山内高弘. 悪性リンパ腫治療とアドセトリス, Hokuriku Lymphoma Seminar In Fukui, 20220906 
 
根来英樹. 再発・難治性末梢性 T 細胞リンパ腫に対する実臨床における Darinaparsin を用いた臨床試験の

提案, 第 75 回北陸造血器腫瘍研究会, 20230301 
 
根来英樹. Eribulin で比較的長期に病勢コントロールした平滑筋肉腫症例からの考察, 20230302 
 
③その他 
根来英樹. 私が考える実臨床でのポマリストの臨床的位置付け, ポマリスト web セミナー 症例から考え

る意見交換会, 20220617 
 
根来英樹. CLL は分子標的薬で治療する, CLL interactive meeting, 20220819 
 
根来英樹. Case report から考える再発難治性骨髄腫治療選択, Blood Medicine Symposium Multiple Myeloma 
vol.2 ～実臨床への応用～, 20220914 
 
松田安史. 実臨床症例から MM 診療を考える, 日々の多発性骨髄腫診療を考える会, 20230227 
 
山内高弘. 多発性骨髄腫の維持療法についての現状について, Myeloma Web Seminar, 20230228 


